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人
口
約
２
万
７
千
人
、
陸
上

自
衛
隊
大
和
駐
屯
地
が
所
在
す

る
大
和
町
の
議
会
は
、
議
員
定

数
が
18
人
で
、
平
成
25
年
12
月

に
議
会
基
本
条
例
を
可
決
し
、

議
会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
回
の
研
修
で
は
、
議

会
基
本
条
例
が
で
き
る
ま
で
の

経
緯
や
手
順
に
つ
い
て
研
修
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
18
年
3
月
に
議

会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、そ
の
後
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
議
会
情
報
の
発
信
や

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

調
査
な
ど
を
行
い
、
平
成
25
年

11
月
に
町
民
と
議
会
と
の
懇
親

会
で
、
議
会
活
性
化
と
基
本
条

例
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
2
回
の

視察研修レポート

時
間
を
か
け
て

議
会
活
性
化
に
取
り
組
む

時
間
を
か
け
て

議
会
活
性
化
に
取
り
組
む

大和町議会

庄内町議会

議
会
の
役
割
が

          

明
確
で
活
発

議
会
の
役
割
が

 

明
確
で
活
発

　

庄
内
町
は
、
人
口

約
2
万
3
千
人
で
、

平
成
17
年
に
2
つ
の

町
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
町
で
す
。
議
員

定
数
は
16
人
で
、
合

併
以
前
に
行
わ
れ
た

議
会
改
革
や
活
性
化

の
取
り
組
み
も
継
承

し
、
そ
の
後
も
長
年

に
わ
た
り
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
議
会
で

す
。
今
回
は
、
全
国

的
に
も
議
会
活
性
化
の
先
進
的

な
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
同

議
会
か
ら
、
議
会
運
営
や
議
会

の
活
性
化
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。

　

同
議
会
で
は
、
早
く
か
ら
議

員
の
執
行
部
門
機
関
か
ら
の
引

き
上
げ
を
行
い
、
平
成
20
年
に

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
21
年
よ
り
「
町
民
と
語

る
会
」
を
毎
年
開
催
し
、
24
年

に
は
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

の
制
定
、
ま
た
、
町
の
「
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
」
を
議
決

８月20日

議会運営委員会
宮城県大和町議会

８月21日 山形県庄内町議会

大和町

宮城県

山形県

庄内町

案
件
に
追
加
し
、
さ
ら
に
執
行

に
反
問
権
を
与
え
る
な
ど
本
村

の
議
会
で
は
実
施
し
て
い
な
い

進
ん
だ
取
り
組
み
を
多
く
行
っ

て
い
ま
す
。
本
村
で
は
、
未
だ

に
議
員
が
執
行
部
門
の
機
関
に

充
て
職
な
ど
で
所
属
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、一
歩
も
二
歩
も
、

そ
れ
以
上
に
先
を
行
っ
て
い
る

庄
内
町
議
会
の
取
り
組
み
は
、

非
常
に
刺
激
が
あ
り
、
参
考
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
今
後

の
議
会
の
活
性
化
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

改
選
が
あ
り

ま
し
た
が
、

議
会
活
性
化

調
査
特
別
委

員
会
は
引
き

続
い
て
設
置

さ
れ
て
お

り
、
議
会
の

活
性
化
を
図

る
に
は
、
年

数
を
か
け
て

じ
っ
く
り
と

取
り
組
ん
で

い
く
必
要
性

が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
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学んで生かすべ !!学んで生かすべ !!進んだ
施策を

震
災
復
興
整
備
計
画
は

  

予
定
通
り
か

震
災
復
興
整
備
計
画
は

  

予
定
通
り
か

女川町議会

世
界
遺
産
登
録
後
の

  

町
づ
く
り
は

世
界
遺
産
登
録
後
の

  

町
づ
く
り
は

平泉町議会

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
女
川

町
は
過
去
に
な
い
高
さ
20
メ
ー

ト
ル
の
津
波
に
よ
っ
て
、
町
内

の
住
宅
の
７
割
が
流
失
し
、
人

口
の
１
割
の
方
が
尊
い
生
命
を

失
う
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
女
川
町
で

は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
「
女
川
町
復
興
計
画
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
整
備
の
基
本
的

な
考
え
方
は

・
親
が
仕
事
で
い
な
い
時
間
帯

　

に
、
子
ど
も
た
ち
が
怖
い
思

　

い
を
す
る
こ
と
が
な
い
ま
ち

・
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
を
出  

　

か
け
さ
せ
ら
れ
る
ま
ち

・
数
十
年
に
一
度
は
必
ず
来
る

　

津
波
に
対
し
て
も
浸
水
し
な

　

い
ま
ち

・
複
数
ル
ー
ト
の
高
台
避
難
道

　

路
、
避
難
通
路
が
整
備
さ
れ

　

た
ま
ち

・
ま
ち
の
真
ん
中
に
、
生
活
の

　

軸
線
を
整
備

９月24日

総務産業建設常任委員会
宮城県女川町議会

９月25日 岩手県平泉町議会

女川町宮城県

岩手県

平泉町

な
ど
、
現
状
復

旧
に
と
ど
ま
ら

な
い
新
し
い

「
港
町
お
な
が

わ
」
の
再
生
を

目
指
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
こ

の
震
災
復
興
計

画
に
つ
い
て
研

修
視
察
し
ま
し

た
、
本
村
で
も

防
災
計
画
等
に

役
立
て
て
ま
い

り
ま
す
。

と　　き 7月23日（水）

訪れた町村 山梨県町村議会
運営委員町連絡協議会

研修内容

⑴榛東村議会概要
　（議員報酬の引き上げの経緯
　 議会改革への取り組み）
⑵地域活性化事業の取り組み
   ・ふるさと公園周辺活性化計画
   ・メガソーラー施設について

　

今
回
の
視
察
は
、
群
馬
県
の

富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て

い
る
「
平
泉
・
仏
国
土
（
浄

土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び

考
古
学
的
遺
跡
群
」
ま
た
、
町

づ
く
り
を
研
修
視
察
す
る
も
の

で
す
。
平
泉
町
は
、
平
泉
丘
陵

の
東
端
に
平
安
末
期
の
中
尊

寺
・
毛
越
寺
・
無
量
光
院
な
ど

藤
原
三
代
の
遺
跡
・
文
化
が
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
「
平
泉
の

文
化
遺
産
」
が
平
成
23
年
６
月

29
日
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
遺
産
登
録
後
の
取

り
組
み
と
し
て

・
観
光
客
の
誘
致
・
広
域
観
光

　

の
推
進

・
外
国
人
観
光
客
の
受
入
れ
整

　

備
・
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し　

・
観
光
案
内
業
務
の
充
実

な
ど
研
修
を
し
ま
し
た
。
本
村

の
、
村
づ
く
り
や
観
光
に
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

県
外
か
ら
榛
東
村
議
会
へ

視
察
に
訪
れ
ま
し
た


